













































に顕著に見られる傾向となっている。2011 年 6 月からサービスを開始したスマートフォン向け無料通話アプリ「ライン（LINE）」
は大学生のコミュニケーションツールとしてすっかり定着した。学生は、電話やメールで行っていたことを LINE というスマートフォン
のアプリを通じて行っている。2013 年 1 月中旬に本学学生約 200 名に対して行ったアンケートで 73.3% のツイッター、50.3% の



























































































































































ドコモ 80円 180円 80円 100円 1,980円
au 80円 180円 80円 100円 1,980円










LINE 0円 0円 × ×
スカイプ 0円 0円 1.25円～ /分 13.33円～ /分
050プラス 315円 0円 8.4円/3分 16.8円/分








































































































































































































6 ～ 10名 27ゼミ




























































































































































　 モバゲー グリー ミクシィ ツイッター フェイスブック
使っている 43 29 117 107 40
使っていたが止めた 98 102 33 17 12
使ったことがない 52 60 44 64 139
その他 3 2 2 8 5
アクティブ利用者数 43 29 117 107 40
利用率 21.9% 14.8% 59.7% 54.6% 20.4%
【出典】植田が作成.
表8　江戸川大学のSNS利用状況(2013年1月)
　 モバゲー グリー ミクシィ ツイッター フェイスブック
使っている 31 13 64 137 94
使っていたが止めた 102 109 76 9 32
使ったことがない 54 63 46 38 54
その他 0 2 1 3 7
アクティブ利用者数 31 13 64 137 94
利用率 16.6% 7.0% 34.2% 73.3% 50.3%
　 グーグルプラス LINE ユーチューブ ニコニコ動画
使っている 24 148 168 96
使っていたが止めた 27 11 16 42
使ったことがない 136 27 2 48
その他 0 1 1 1
アクティブ利用者数 24 148 168 96

































































1位 LINE 60.8% ツイッター 57.7%
2位 ツイッター 58.7% ミクシィ 53.5%
3位 グリー 50.3% LINE 42.3%
4位 ミクシィ 48.3% モバゲー 40.8%
5位 モバゲー 46.9% グリー 35.9%
大学3年生 大学4年生
1位 ツイッター 64.2% ミクシィ 60.8%
2位 ミクシィ 60.7% ツイッター 59.3%
3位 モバゲー 43.8% フェイスブック 48.6%
4位 フェイスブック 43.3% LINE 43.9%































































































































　 モバゲー グリー ミクシィ ツイッター フェイスブック
モバゲー 1 0.3347 0.0586 －0.086 －0.0543
グリー 0.3347 1 0.1959 0.0337 0.1099
ミクシィ 0.0586 0.1959 1 0.2116 0.2096
ツイッター －0.086 0.0337 0.2116 1 0.3093
フェイスブック －0.0543 0.1099 0.2096 0.3093 1
【出典】植田が作成.
表11　江戸川大学のSNS利用状況　相関行列表(2013年1月)
　 モバゲー グリー ミクシィ ツイッター フェイスブック
モバゲー 1 0.2174 0.0118 －0.0881 －0.103
グリー 0.2174 1 0.113 －0.0724 －0.0225
ミクシィ 0.0118 0.113 1 0.1557 0.1765
ツイッター －0.0881 －0.0724 0.1557 1 0.269
フェイスブック －0.103 －0.0225 0.1765 0.269 1
グーグル＋ 0.0439 －0.042 －0.0409 －0.1294 0.0619
LINE －0.1605 0.0368 0.1206 0.1955 0.3845
ユーチューブ 0.0071 0.0919 0.0934 0.1967 0.0903
ニコニコ動画 0.1463 －0.0283 0.0484 0.0645 －0.1339
　 グーグル＋ LINE ユーチューブ ニコニコ動画
モバゲー 0.0439 －0.1605 0.0071 0.1463
グリー －0.042 0.0368 0.0919 －0.0283
ミクシィ －0.0409 0.1206 0.0934 0.0484
ツイッター －0.1294 0.1955 0.1967 0.0645
フェイスブック 0.0619 0.3845 0.0903 －0.1339
グーグル＋ 1 －0.0391 －0.0826 －0.0103
LINE －0.0391 1 0.1759 －0.2891
ユーチューブ －0.0826 0.1759 1 0.0267
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ライン スカイプ 050プラス カカオトーク
































運営会社 NHNジャパン DeNA カカオジャパン バイパーメディア
日本開始時期 2011年6月 2012年10月 2010年10月 2012年7月
無料音声通話 ○ ○ ○ ○
複数人通話対応 × × ○ ×
チャット ○ ○ ○ ○
スタンプ ○ ○ ○ ×
日本仕様対応 ○ × × ×
コンテンツ配信 ○ × ○ ×
特　　　徴
国内で3600万人、世界で
7800万人が利用する国内
最大のチャットツール。スタン
プによる新しいコミュニケー
ションを生み出した。
無料音声通話の品質を売
りに新規参入。テレビCM
を含め、10億円のプロモー
ションを展開して先行する
LINEを追いかける。
韓国では圧倒的なシェアを
持つ。日本でも比較的早い
段階から提供していたが、
伸び悩んだ。ヤフーとの提
携で加入者拡大を図る。
2010年12月に開始。世界
で1億人以上が利用してい
る。高品質が売りで、Skype
がパソコン市場で築いた地
位を狙っている。
【出典】「日経ビジネス」2012年12月3日号、41p.
27コミュニケーションを求める大学生気質 ～無料通話アプリ「ライン（LINE）」の急拡大～
詳しくない人にとっては、慣れないツールの使い方と、そこで
繰り広げられる独特な人間関係の両方をコントロールしなけ
ればならず、これはなかなかハードなチャレンジだと言えるで
しょう。LINEが急速に支持を広げた背景には、こういった既
存のソーシャルメディアが避けることが難しい難題とLINEが
無縁だったことも大きく関係しています。アドレス帳をベース
に、スタンプでのコミュニケーションが成立する範囲が限定さ
れたクローズドな場に、私たちが求める気持ちのいい空間が
いったんは落ち着きどころを得たのかもしれません。」（コグレ
＋まつもと[2012]pp.188-189）
10　「日経ビジネス」2012年12月3日号、40p.
11　「週刊東洋経済」2012年9月1日号、63p.
12　NHNジャパン森川亮社長「サービス開始に当たって、ど
ういう形のコミュニケーションがスマホに適しているかを考え
た。たどり着いた結論はシンプルで使いやすいということだ。」
（「週刊東洋経済」2012年9月1日号、62p.）。
　「高機能化・多機能化といった進化は、現在急速に普及が進
んでいるスマートフォンへの対応という意味では仇になりま
す。いくら高性能なスマートフォンでも、パソコン版のサービ
スが持つ機能を全て同じようには実現できません。たとえば、
フェイスブックは最新のアプリ版でも投稿記事の共有（シェア）
がスマートフォンで行うことができず、ユーザーの不満の一つ
となっています。それに対して、LINEは徹底的にスマートフォ
ン中心に設計されていて、パソコン版がサブ的な位置づけに
なっていることは大きな違いです。」（コグレ＋まつもと[2012]
pp.96-97）
13　「スマホユーザーは、サービスを利用する際にID登録が必
要となるだけで面倒くさいと考える。そこでID登録しなくても
使えるようにし、スマホの電話帳に登録されている人同士であ
ればサービスが利用できる」「音声の質にこだわるならばスカ
イプに一日の長があると言える。ラインは音声にやや難がある
が、スマホユーザーであれば面倒な手間がほとんどなく、簡単
に始められる。」（「週刊東洋経済」2012年9月1日号、62p.）
14　「2006年10月に始まったMNP（番号持ち運び制度）は、電
話番号を変更せずに携帯電話事業者を移行できるというもの。
メールアドレスの移行も検討されていたが、結局、対象外に
なった。LINEの普及はMNP（番号持ち運び制度）のハード
ルを大幅に下げた。メールアドレスの束縛から解放されたとも
言える。メールアアドレス変更が嫌でMNP（番号持ち運び制
度）を思いとどまっていた利用者は、LINEの普及とともに自
由にキャリア間を動き回れるようになった。」（「日経ビジネス」
2012年12月3日号、41p.）
15　「ライン自体は電話帳に登録しているユーザー同士が1対1、
もしくはグループチャットを行うため、それだけで出会い系に
使われる可能性はない。」（「週刊東洋経済」2012年9月1日号、
63p.）
16　「ツイッター、フェイスブックとも、ベースはオープンな場
にあり、1対1のメッセージ機能は補完的な位置づけに留まって
います。一方、LINEは1対1のクローズドなつながりをベース
に、少しずつオープンな場ともなろうとしているように見えま
す。パソコンベースのインターネット＝オープンな空間という
伝統と無関係ではいられないツイッター、フェイスブックと、
肌身離さず持ち歩くモバイルというプライベート性が高いデバ
イスを起点に置くLINEは全く逆のアプローチを取っているの
です。」（コグレ＋まつもと[2012]pp.189-190）
17　Skype（スカイプ）は日本では人気が限られたが、2012年
7月時点で実際にスカイプを使っているアクティブユーザー
は、全世界で2億5,400万人にも及ぶ（「週刊東洋経済」2012年
9月1日号,62p.）。「無料通話と言えばSkypeがありますが、ス
マートフォン向けアプリ版はバッテリー消費が大きいことと、
iPhoneでは3G回線の時にダウンロードできるアプリ自体のファ
イルサイズの制限があり、それがネックとなりました。インス
トールしたい時にインストールできない、というのは問題です。
そこで代わりになるアプリとして、無料通話のニーズに滑り込
んだのがLINE、という構図になりました」（コグレ＋まつもと
[2012]47p.）
18　 「日経ビジネス」2012年12月3日号、40p.
19　 2012年7月16日付け日本経済新聞
20　 「日経ビジネス」2012年12月3日号、pp.42-43
21　 「大学生の学年が低いほど、LINEの利用率は高くなる。な
ぜこのような傾向が現れるのでしょうか？二つの仮説を挙げる
ことはできます。（仮説1）学年が進むにつれ、友人同士のカ
ジュアルなコミュニケーションよりも、就職活動に向けた情報
交換や、自己PRの機会としてSNSを活用することになる。（仮
説2）スマートフォンへのユーザーシフトが若い世代でも起こっ
ているが、最初に使うコミュニケーション手段が、スマート
フォンとの相性が良くカジュアルなコミュニケーションに向い
たLINEである。」（コグレ＋まつもと[2012]pp.97-99）
22　 「フィーチャーフォン」は、携帯電話の端末のうち、通話
機能を主体としつつ、その他にカメラやワンセグをはじめとす
る特徴的な機能を搭載している高機能な端末を指す。「フィー
チャー（feature）」は「特色」や「主要な点」などを意味する
英語である。「フィーチャーフォン」は、もっぱら通話機能と
テキストの送受信を中心とする「ベーシックフォン」、及びPC
に近い汎用性を備えた「スマートフォン」と区別されるカテゴ
リーであり、急速に普及する「スマートフォン」との対比にお
いて、従来の「ガラケー」を「フィーチャーフォン」を呼ぶ。
「ガラケー」と呼ばれる携帯電話は、ほぼ「フィーチャーフォ
ン」が指す概念に当てはまる。
23　 「このLINEによる会話の手軽さ、気軽さというものを経
験してしまうと、あらたまってメールでやり取りするのが手間
に感じられてきます。タイトルを考え、本文を入力し、更に送
信作業を、となると、LINEで気軽にポンポンメッセージを送
信しているのと比較すると、一大作業に感じられてしまうので
す。」「メールですら読んだり書いたりするのが面倒に感じられ
てしまうほど、LINEというのはシンプルなのです。」（コグレ
＋まつもと[2012]pp.55-56）
24　 「日経ビジネス」2012年12月3日号、40p.
25　 コグレ＋まつもと[2012]57p.
26　 コグレ＋まつもと[2012]56p.
27　 「その場に居合わせたもの同士が声が届く範囲でコミュニ
ケーションを取る現実空間と違って、ソーシャルメディアで求
められる振る舞いは、ソーシャルグラフが広がれば広がるほど
多くの人が集う社交パーティーのようにその難易度が上がって
いきます。」（コグレ＋まつもと[2012]91p.）
28　 コグレ＋まつもと[2012]58p.
29　 「ミクシィの次にツイッターが、そしてツイッターの次に
フェイスブックが流行り、その後にLINEが流行りました。似
ているようでいて、根本は違うサービスですが、だからといっ
て複数のサービスを使い分けることは難しいですし、そんなに
暇ではありませんし、そうする必要もありません。基本的には、
知り合いが多くいるサービスに移行していくものです。もちろ
ん、あるサービスが永遠に続くというのも夢物語ですから、4
つのサービスが共存している現在というのは過渡期だと言えま
す。そして、LINEがタイムラインによりSNSの領域に踏み込
んだことにより、そのバランスが変わっていくことが予見され
ます。」（コグレ＋まつもと[2012]58p.）
